


座って海を眺める。 イベントスペースで、伝統の継承と発信。

それぞれの好きな空間を見つけて過ごす。

フェリー利用者・
町民共通動線

Diagram

町民動線

コンテナ搬入動線

コンテナスペース

塩害に強い植物を検討。
西側には西日を遮るために高さのあるフク
ギを、中央には低木のソテツを配置する。

フェリー側へ一列に配置し、シンプルな動
線とすることで作業の効率化を考えた。

待機・休憩スペース
高さも大きさも異なる4枚の屋根を設け
ることで、様々な空間を持つ待機休憩ス
ペースが生まれる。

イベントスペース

植栽計画

伝統芸能を伝える場と地域情報発信の
ために、ワークショップや伝統芸能の発
表等ができる場として利用。

待合所

待合所デッキ
ＧＬ＋700
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●　延べ面積：483.56㎡（待機所：357.39㎡・荷捌きスペース：126.17㎡）
●　柱：鉄骨（一部CFT）　●　屋根：RC造
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海と瀬底大橋を眺める

瀬底島に沈む
夕日を眺める

西日

日差し 光

木漏れ日

ワークショップ
露店を開く場所

歴史や伝統芸能の伝承
休憩や雨宿りのできる場所

レクリエーション

荷捌き所
待機スペース
おもてなし

本部町の観光情報を得る
歴史や伝統に触れる

交
流

本部町民 観光客（フェリー利用者）町民にも開いた場所をつくる

荷捌き所、待機所の他に誰でも利用できる
イベントスペースを設置、また待合所を町民
の休憩スペースとしても開くことで観光客と
町民、または町民同士の交流が生まれる。

雨と光が落ちる植物を育てる穴。
内部空間にいながら時間や季節の移ろいを感じる。

屋根の高低差を利用して風の流れをつくる。 天井の高さを変えることで、多様な空間が生まれる。

屋根は強い日差しを遮り、光は隣接する屋根同士の隙間から
取り入れる。西日が差し込む箇所には木を植え、日差しをカッ
トしつつ、木漏れ日が内部空間に広がる。


